
平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第� 号)官 報
県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
管
理
の
特
例
に
係
る
公
告

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

一

静
岡
県
に
代
わ
っ
て
県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
（
以

下
「
県
営
住
宅
等
」
と
い
う
。）の
管
理
を
行
う
者

静
岡
県
住
宅
供
給
公
社

二

一
で
定
め
る
者
が
管
理
を
行
う
県
営
住
宅
等
の
名
称

静
岡
県
県
営
住
宅
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年

静
岡
県
規
則
第
三
十
三
号
）
第
二
条
別
表
左
欄
に
掲
げ

る
名
称

三

一
で
定
め
る
者
が
行
う
県
営
住
宅
等
の
管
理
の
内
容

^

法
第
四
十
七
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
権
限
（
第
一
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
っ
て

は
、
入
居
者
を
公
募
す
る
こ
と
に
限
る
。）を
行
う
こ

と
。

_

静
岡
県
県
営
住
宅
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
静

岡
県
条
例
第
二
十
六
号
）
第
三
十
七
条
第
二
項
各
号

（
第
七
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
権
限
を
行
う
こ
と
。

`

県
営
住
宅
等
の
修
繕
に
関
す
る
業
務
を
行
う
こ

と
。

四

一
で
定
め
る
者
が
県
営
住
宅
等
の
管
理
を
行
う
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
追
手
町
九
番
一
八
号

静
岡
県
住
宅
供
給
公
社

理
事
長

村
松

靖
則

和
歌
山
県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
管
理
の
特
例
に
係
る

公
告公

営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

一

和
歌
山
県
に
代
わ
っ
て
県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設

（
以
下
「
県
営
住
宅
等
」
と
い
う
。）の
管
理
を
行
う
者

和
歌
山
県
住
宅
供
給
公
社

二

一
で
定
め
る
者
が
管
理
を
行
う
県
営
住
宅
等

和
歌
山
県
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
十
月
九
日
和
歌

山
県
条
例
第
四
十
二
号
）
別
表
に
掲
げ
る
県
営
住
宅
等

の
う
ち
和
歌
山
市
、
海
南
市
、
岩
出
市
、
紀
美
野
町
の

区
域
に
存
す
る
団
地
及
び
長
山
団
地

{
セ
イ
ホ
ク
ホ
ー
ム
株
式
会
社

|
国
土
交
通
大
臣
_
5
3
0
5

}
代
表
取
締
役
海
野
和
彦

~
東
京
都
文
京
区
本
郷

１
丁
目

2
5番
５
号

�
5
0
0万
円

�
関
東
地
方
整
備
局
長

‚
宮
城
県
石
巻
市
潮
見
町
２
番
地
１

セ
イ
ホ
ク
ホ
ー

ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
海
野
和
彦

{
株
式
会
社
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

|
国
土
交
通
大
臣
e
2
4
4
2

}
代
表
取
締
役
水
島
和
紀

~
東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁

目
1
9番

1
1号

廃
止
し
た
従
た
る
事
務
所

新
潟
県
新
潟
市
米
山
五
丁
目

1
1番

2
1号

�
5
0
0万
円

�
関
東
地
方
整

備
局
長

‚
東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁
目
1
9番

1
1号

株
式
会
社
Ｎ
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
代
表
取
締
役
水
島
和
紀

{
多
摩
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

|
東
京
都
知
事

^
7
7
4
8
2

}
代
表
取
締
役

勝
澤
幸
夫

~
東
京
都
立
川

市
錦
町
五
丁
目
1
5番

2
5号

�
1
0
0
0万
円

�
東
京
都
知
事

‚
東
京
都
立
川
市
錦
町
五
丁
目
1
5番

2
5号

多
摩
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
勝
澤
幸
夫

{
船
場
振
興
株
式
会
社

|
大
阪
府
知
事

c
2
4
2
0
1

}
代
表
取
締
役

光
井
良
治

~
大
阪
市
中
央
区
安
土
町
１
丁

目
４
番
９
号

�
1
0
0
0万
円

�
大
阪
府
知
事

‚
大
阪
市
中
央
区
安
土
町
１
丁
目
４
番
９
号
船
場
振
興
株
式
会
社

代
表
取
締
役
光
井
良
治

{
平
田
有
限
会
社

|
兵
庫
県
知
事

\
第

1
0
8
4
1

}
代
表
取
締
役

平
田
美
代
子

~
兵
庫
県
神
戸
市
須
磨
区
川
上

町
２
丁
目
２
番
2
8号

�
1
0
0
0万
円

�
兵
庫
県
知
事

‚
兵
庫
県
神
戸
市
須
磨
区
川
上
町
２
丁
目
２
番
2
8号

平
田

有
限
会
社
代
表
取
締
役
平
田
美
代
子

三

一
で
定
め
る
者
が
行
う
県
営
住
宅
等
の
管
理
の
内
容

イ

法
第
三
章
の
規
定
（
家
賃
の
決
定
並
び
に
家
賃
、

敷
金
そ
の
他
の
金
銭
の
請
求
、
徴
収
及
び
減
免
に
関

す
る
こ
と
を
除
く
。）に
基
づ
い
て
県
営
住
宅
等
の
管

理
を
行
う
こ
と
。

ロ

県
営
住
宅
等
の
整
備
及
び
改
修
に
関
す
る
業
務
、

そ
の
他
イ
に
付
随
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

四

一
で
定
め
る
者
が
県
営
住
宅
等
の
管
理
を
行
う
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

和
歌
山
市
十
三
番
丁
三
〇
番
地

和
歌
山
県
住
宅
供
給
公
社

理
事
長

仁
坂

吉
伸

{
株
式
会
社
長
町
不
動
産

|
宮
城
県
知
事
_
2
8
4
2

}
代
表
取
締
役
加
藤
力
蔵

~
仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目

２
番
1
4号

�
1
0
0
0万
円

�
宮
城
県
知
事

‚
仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
２
番
1
4号

株
式
会
社
長
町
不
動
産

代
表
取
締
役
加
藤
力
蔵

大
阪
府
営
住
宅
等
の
管
理
の
特
例
に
係
る
公
告

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）

第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
大
阪
府

に
代
わ
っ
て
公
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
管
理
を
行
う
。

一

管
理
を
行
う
地
方
住
宅
供
給
公
社
の
名
称

大
阪
府
住
宅
供
給
公
社

二

管
理
を
行
う
公
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
名
称

平
成
十
二
年
大
阪
府
告
示
第
一
四
六
四
号
（
府
営
住

宅
の
名
称
及
び
位
置
）
に
規
定
す
る
名
称
（
た
だ
し
、

守
口
市
、
寝
屋
川
市
、
門
真
市
及
び
東
大
阪
市
に
所
在

す
る
住
宅
並
び
に
大
阪
府
営
枚
方
片
鉾
住
宅
、
大
阪
府

営
大
東
朋
来
住
宅
及
び
大
阪
府
営
ペ
ア
大
東
朋
来
住
宅

を
除
く
。）

三

管
理
の
内
容

大
阪
府
営
住
宅
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
阪
府
条
例

第
四
十
五
号
）
第
五
条
第
一
項
の
募
集
そ
の
他
の
公
営

住
宅
及
び
共
同
施
設
の
利
用
、
維
持
保
全
、
補
修
及
び

管
理
運
営

四

管
理
を
行
う
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

大
阪
市
中
央
区
今
橋
二
丁
目
三
番
二
一
号

大
阪
府
住
宅
供
給
公
社

理
事
長

戸
田

晴
久

高
崎
市
市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
管
理
の
特
例
に
係
る

公
告公

営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

一

高
崎
市
に
代
わ
っ
て
市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
（
以

下
「
市
営
住
宅
等
」
と
い
う
。）の
管
理
を
行
う
者

群
馬
県
住
宅
供
給
公
社

二

一
で
定
め
る
者
が
管
理
を
行
う
市
営
住
宅
等

高
崎
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

（
平
成
九
年
高
崎
市
条
例
第
六
十
二
号
）
第
三
条
別
表

第
一
の
市
営
住
宅
か
ら
本
町
、
新
町
十
区
第
三
第
七
第

八
団
地
を
除
い
た
市
営
住
宅

三

一
で
定
め
る
者
が
行
う
市
営
住
宅
等
の
管
理
の
内
容

法
第
三
章
の
規
定
（
家
賃
の
決
定
並
び
に
家
賃
、
敷

金
そ
の
他
の
金
銭
の
請
求
、
徴
収
及
び
減
免
に
関
す
る

こ
と
を
除
く
。）に
基
づ
い
て
市
営
住
宅
等
の
管
理
を
行

う
こ
と
。

四

一
で
定
め
る
者
が
市
営
住
宅
等
の
管
理
を
行
う
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
前
橋
市
紅
雲
町
一
丁
目
七
番
一
二
号

群
馬
県
住
宅
供
給
公
社
理
事
長
職
務
代
行
者

専
務
理
事

横
山

節
夫

宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
り
も
ど
し
公
告

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
3
0条
及
び
宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
規
則
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告

し
ま
す
。

下
記
の
者
に
係
る
営
業
保
証
金
に
つ
き
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
2
7条
第
１
項
の
権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
６
箇
月
以
内
に
そ
の
債
権
の
額
、
債
権
発
生
の
原
因
た
る
事
実
並
び
に
住
所
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し
た

申
出
書
２
通
を
下
記
提
出
先
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
前
記
の
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
下
記
の
者
に
係
る
営
業

保
証
金
は
同
人
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

平
成

2
2
年
３
月

3
1
日

記
［
掲
載
順
序
］

{
商
号
又
は
名
称

|
免
許
証
番
号

}
（
代
表
者
の
）
氏
名

~
事
務
所
の
所
在
地

�
営
業
保
証
金
の
額

�
申

出
書
提
出
先

‚
掲
載
者
住
所
、
商
号
又
は
名
称
及
び
氏
名

Ÿ˜
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